
まちづくりの進め方（協働の実践）

～厚田区・浜益区の地域資源の活用～
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株式会社ＫＩＴＡＢＡ 常務取締役 内匠 庸介



石狩市のまちづくり（第5期石狩市総合計画より）
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3

まちづくりの進め方
（第5期石狩市総合計画より）



地域資源の

“活用”って？
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5

つなげる



つなげる・かけあわせる

例えば、、
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「もの」では

電話の携帯
携帯
電話

メール
機能

携帯
電話

メール
機能

カメラ
インター
ネット

携帯電話という単
体の機能で十分
だった時代

携帯電話とメール機
能の合体

電話、メール、カメラ、
ネット、SNSなど複数の

機能のコンプレックス、
クロスオーバー

技術の進歩
効率化

価値観の多様化
ニーズの多様化
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「商店街」では

精肉店
八百屋

生鮮 飲食
生鮮 安否確認

配達 憩い
アミューズ
メント

精肉店や八百屋
などが集積し、商
店街を形成

生鮮や飲食、日用品
やアミューズメントが
融合したSC

商店はものを売るだけ
でなく、多様な役割り、
機能やサービスの複合
化が求められる（他の
事業者との連携やネッ
トワーク化）。

都市化
合理化

コミュニティ
崩壊

少子高齢化
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「まち」では

長屋
住・職・店

大型店 住宅地

まちなか
居住

商店

憩い 公共施設働く場

職・住が一体だった
向こう三軒両隣のお
つきあい、長屋・地
域のコミュニティ

職・住が分離し、
効率化を求め、
市街地が拡大

職・住・商業・憩い・公共が
コンパクトになり、様々な機
能の複合化、多様なセク
ターとの連携やネットワー
クが必要

市街地拡大
分節型社会
郊外化

空洞化
中心街の衰退
少子高齢化



●つなげて新しい価値を

●市民の誇りや自慢に

●暮らしを魅力的に

10

つなげる・かけあわせる



ワークショップの進め方
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本日のテーマ

厚田区・浜益区の

地域資源の活用
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●つなげて新しい価値を

●市民の誇りや自慢に

●暮らしを魅力的に
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つなげる・かけあわせる
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戦略目標3 いしかりの資源かモノやしごとを作り出す 戦略目標4 いろんないしかりの顔をつくる



STEP1

現地を見て感じたまちの宝（地域資源）

を出しあいましょう

•現地で見たもの、感じたこと

•日頃から思っている大切にしたい資源

•自分が好きな資源
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STEP2

まちの宝を活用するアイデア（つなげ
方）を考えましょう

•お宝の魅力をさらに高めるためには

•かけあわせることで、より魅力的にするには
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例えば、、

それぞれの地域資源の魅力や背景につ
いて物語等をつなげてストーリーとして

地域資源を活用するための方法（やるこ
と）をつなげる

地域資源を活用した協働のプロセス（サ
イクル）にあわせてつなげる
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約束ごと

●自分ごと（自分を主語に）

●話は短めに（話しすぎ注意）

●違ってて当たり前（否定しない）

●話をつなげる（話を楽しむ）
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